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5-1 検索事例 
検索事例① 

 

高速道路での交通事故について、被害者が法定速度を超過して走行していたと 

いう事情が、損害賠償の額の算定につき斟酌された事例を調べたい。 

 

 

≪手順１≫ 交通事故判例を調べたいので、個別データベースの「交通事故判例検索」を

選択します。判例中に出現すると思われるキーワードをいくつか挙げます。 

      「損害賠償」、「高速道路」、「過失相殺」等が考えられます。 

 
         
＜キーワードの指定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜検索条件確認画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

                             検索の結果が２８０件になりました。 

 

  これでは文献が多すぎて、検討に時間を要してしまうので、更にキーワードを加え、 

絞り込むことにします。 

 

 

検索開始 
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5-1 検索事例 
 

≪手順２≫ 判例中に、損害賠償額の算定の際に、「速度超過」という被害者側の事情を「斟

酌」するという言葉が使われていると想定されるので、「速度超過」と「斟酌」

というキーワードを AND 条件で追加します。 

 

 

＜キーワードの指定＞ 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

＜検索条件確認画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                            検索の結果が１１件まで絞られました。 

 

 

 

 

 

 

一覧表示 

検索開始 
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5-1 検索事例 
 

≪手順３≫ 文献の一覧を表示させ、文献ごとに表示される判示事項の一部等を参考に、 

表示する文献を選択します。 

 

＜一覧表示画面＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪手順４≫ 最後に、各文献の書誌情報を参考に、必要な全文を表示させて下さい。 

 

＜書誌情報＞ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画面はサンプルです 

※画面はサンプルです 
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5-1 検索事例 
検索事例② 

 

残業の拒否を理由とした解雇の有効性について判例検索したい。 

 

 

≪手順１≫ まず、判例中に出現すると思われるキーワードをいくつか挙げます。 

      「残業命令」、「拒否」、「懲戒解雇」、「残業協定」、等 

 

   ＜キーワードの指定＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜検索条件確認画面＞ 
 

 

 
 

 

検索の結果が３件になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

検索開始 
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5-1 検索事例 
 

≪手順２≫ より幅広い検索を行うため、キーワードをＯＲ条件で広げます。ここで、 

「残業協定」は「三六協定」ともいいますので、これら両方のキーワード 

を使用しなければ検索漏れの可能性があります。また、「拒否」の類義語 

として、「拒絶」という言葉が使われていることも考えられます。 

さらに、「残業」と「命令」の間に他の言葉が入っている場合も考えられます。 

（「残業を命じられたにも関わらず、命令に従わなかった」等。） 

     

ＯＲ条件で広げる必要のある言葉 

①言い回しの違い （例） 「ＥＣ」 ＯＲ 「ヨーロッパ共同体」 
               「盗聴」 ＯＲ 「通信傍受」 
               「中央線」 ＯＲ 「センターライン」 
               「カタログ」 ＯＲ 「商品説明書」 ＯＲ 「営業案内書」 
               「マニュアル」 ＯＲ 「操作説明書」 ＯＲ 「手引き書」 
               「インサイダー取引」 ＯＲ 「内部者取引」 

②表記の違い   （例） 「漫画」 ＯＲ 「マンガ」 
「気管支ぜんそく」 ＯＲ 「気管支ぜん息」 等 

 

＜キーワードの指定＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

＜検索条件確認画面＞ 

 
 

 

検索の結果が１３件になりました。 

検索開始 
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5-1 検索事例 
 

≪手順３≫ 文献の一覧を表示させ、文献毎に表示される判示事項の一部等を参考に、 

関連すると思われる文献の書誌情報を表示させます。 

 

＜一覧表示画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪手順４≫ 最後に、文献ごとの書誌情報を参考に、必要な全文を表示させて下さい。 

 

＜書誌情報＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※画面はサンプルです 

※画面はサンプルです 
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5-1 検索事例 
検索事例③ 

 

借地契約の更新拒絶の要件である、正当事由の有無が争点となった最近の判例 

を検索したい。 

 

 

＜キーワード＞        「正当事由」 

ＡＮＤ 

「借地契約」 

ＡＮＤ 

「更新拒絶」 

    ＜判決年月日＞      平成１０年から 

 

 

検索事例④ 

 

過労死をめぐる労災の認定基準に関する判例を検索したい。 

 

 

＜キーワード＞          「過労」 ＯＲ 「加重労働」 

ＡＮＤ 

「死亡」 

ＡＮＤ 

「認定基準」 

 

 

検索事例⑤ 

 

消費者に対し、誤認や混同を招く紛らわしい商標・サービスマークと認められ 

るかどうかの判断基準を確認するために、判例を検索したい。 

 

 

＜キーワード＞     「サービスマーク」 ＯＲ 「商標」 

ＡＮＤ 

                  「誤認」    ＯＲ 「混同」 

ＡＮＤ 

「判断基準」 
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5-1 検索事例 
 

ワンポイントメモ ～検索項目再検討の際のご注意～ 
 

 

１．キーワードの練り直し 
 

  入力したキーワードを取り消す場合、ＡＮＤ条件・ＯＲ条件ともに、キーワード間に 

空欄があっても検索が可能です。例えば、検索事例②で、「命令」というキーワードを 

取り消す場合、「命令」の入力されている箇所を空欄にすれば、そのまま検索すること 

ができます。（空欄を詰める必要はありません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．再検索（全クリア） 
 

  再検索をする場合、検索画面に戻った際に、前の検索項目が残った状態になっている 

ことがあります。そのまま次の検索項目を入力してしまうと、前の検索項目を含めて検索

してしまいます。改めて検索をやり直す際には、［全クリア］ボタンをクリックして、 

前回入力した検索項目をクリアしてから、新たな検索項目を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空欄があっても、検索できます。 


